
原子力災害伝承館HPより

※ツアーは全て日本語
で行います

催行日 2026年 １1月 1日（日）

■ 募集人数 ２0名（先着順）

■ 応募条件 大学生以上

■ 参加費用 無料

■ 申込方法 右記QRコードにてお申込み

■ 募集締切 １0月23日（金）

■ 行程 8:00 集合：青葉山キャンパス (東北大学大学院農学系総合研究棟前)

➢ 請戸地区視察（請戸漁港・請戸小学校は車窓より、大平山霊園は降車して見学）

➢ アンベファーム
➢ （昼食：浮舟文化会館）

➢ 現地講演会（同日開催の「農学知」実践講座 13:30開始）

16:00 講演会会場 出発 ー 18:10頃 青葉山キャンパス 到着・解散

（全学部対象。他大学・社会人可、研究者（教員含む））

本ツアーは福島イノベ
ーションコースト構想
推進機構が実施する

「2026年度復興知事業」
の一環です。

【問い合わせ】
東北大学大学院農学研究科次世代食産業創造ｾﾝﾀｰ 復興農学部門事務局
〒980-8572 仙台市青葉区荒巻字青葉468-1 E222
MAIL icaf.edu@ml.tohoku.ac.jp
TEL 022-757-4195
HP https://www.agri.tohoku.ac.jp/jp/center/agri_icaf/

お申込みはこちらから

１．水稲田直播の現状とこれからの水田農業
大谷 隆二 教授 東北大学大学院農学研究科

２．被災地水田と畜産を繋ぐ水田輪作
松波 寿典 上級研究員 農研機構東北農業研究センター

３．酪農業を核とした耕畜連携
小橋 有里 上席研究員 全酪連酪農技術研究所

ホームページ

2026

エク
ステンションツアー

～復興から循環へ，浜通り農業の今を学ぶ～
省力化・スマート化・耕畜連携から考える持続可能な農業を探る

ジョイント企画
現地視察 ＆ 

現地開催の講演会

実戦講座の詳細
や講師紹介はこちら

参加費
無 料

mailto:icaf.edu@ml.tohoku.ac.jp


現地視察

浜通り
(福島県東部の
海岸地方をさす
呼称）

大地震・大津波で甚大な被害
を受けた請戸地区。高品質な
「請戸もの」が流通する卸売
市場が再開するまで9年を要
した請戸漁港。全員避難でき
た「奇跡の学校」である請戸
小学校。これらを車窓から見
学し、東日本大震災の慰霊碑
が建立されている大平山霊園

原子力災害伝承館HPより

次世代食産業創造センターのエクステンションツアーへの取組み

エクステンションツアーは、震災後設立された東北復興農学センター主催のもと、
平成26年度より宮城県沿岸部や福島県葛尾村を視察訪問地としてスタートしまし
た。令和3年度からは復興知事業として浜通りの訪問エリアを広げ、東日本大震
災による被害や復興の歩みを学ぶツアーを企画・運営してきました。
今年度はからは東北大学農学研究科が蓄積してきた実践的な「農学知」を活かし
た新復興知事業のもと、復興の現状を「学ぶ」だけでなく、地域の課題や新たな
可能性をともに考えるツアーへと発展させます。

浜通りについて

浜通りは宮城県に接する新地町から南はいわき市までの太平洋側のエリアを指しま

す。2011年の原発事故により近隣市町村は避難指示が出され、住民は故郷を離れて

の生活を余儀なくされました。避難指示解除後も住民の帰還が思うように進まない

中、廃炉や再生可能エネルギー事業、新規事業に参画するための移住人口が徐々に

増えつつあります。

連絡事項
・昼食・飲み物・筆記用具・雨具・防寒着等を持参してください。

・当日は教職員数名で引率します。

・気象状況や交通状況により行程が変更となる場合があります。

・ツアー中撮影した写真をセンターHPやフェイスブックで使用する場合

がありますのであらかじめご了承ください。

・ツアーの途中での参加、帰宅は原則お断りします。

１．水稲田直播の現状とこれからの水田農業
大谷 隆二 教授 東北大学大学院農学研究科

２．被災地水田と畜産を繋ぐ水田輪作
松波 寿典 上級研究員 農研機構東北農業研究センター

３．酪農業を核とした耕畜連携
小橋 有里 上席研究員 全酪連酪農技術研究所

実戦講座の詳細
や講師紹介はこちら

「農学知」
実戦講座
シリーズ

農学知とは？
東北大学

農学研究科が
有する幅広い
知見です

請戸小学校(R6ｴｸｽﾃﾝｼｮﾝﾝﾂｱｰ）

請戸漁港(浪江町HPより）
大平山霊園(R6ｴｸｽﾃﾝｼｮﾝﾝﾂｱｰ）

から請戸地区
一帯の復興と
震災の爪痕の
状況を一望し
ます。

請戸地区 令和元年に3人で6haか
ら営農を開始。現在は、
水稲39ha、デントコー
ン21ha、大豆18haを
作付け。社長は、製薬
メーカー工場の元プロ
グラマーで、電子機器
にも明るい方。トラク
タの自動操舵で作業の
効果をアップさせるこ
とに成功（作業時間が

が15％削減）。浪江町の大規模酪農施設と耕畜連携を
進めています。

「農学知」実践講座

アンベファーム

Youtubeなみえチャンネルより
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